
前
節
で
２
ｎ
ｄ−

Ｓ
初
黒
星

を
喫
し
た
マ
ル
ヤ
ス
。
今
こ
そ

企
業
チ
ー
ム
の
と
し
て
意
地
を

見
せ
、
再
度
の
巻
き
返
し
で
今

年
の
Ｊ
Ｆ
Ｌ
を
盛
り
上
げ
た
い
。

一
方
の
沼
津
は
２
ｎ
ｄ−

Ｓ

無
敗
を
維
持
。
前
節
の
勝
利
で

年
間
勝
ち
点
２
位
に
浮
上
し
、

い
よ
い
よ
Ｊ
３
へ
の
昇
格
が
現

実
味
を
帯
び
て
き
た
。

両
者
は
東
海
リ
ー
グ
時
代
か

ら
切
磋
琢
磨
し
た
旧
友
同
士
。

赤
と
青
の
ブ
ッ
ク
エ
ン
ド
の
間

に
は
、
刻
ま
れ
て
き
た
記
憶
が

立
ち
並
ん
で
い
る
。
次
の
舞
台

へ
と
歩
み
を
進
め
る
沼
津
。
門

番
の
末
席
に
名
を
連
ね
よ
う
と

す
る
マ
ル
ヤ
ス
。
今
日
が
最
後

の
戦
い
と
な
っ
て
も
悔
い
を
残

す
な
。
旧
き
良
き
友
人
よ
、
君

が
征
く
道
を
全
力
で
塞
が
せ
て

も
ら
お
う
。

２
ｎ
ｄ-

Ｓ

６
位(

勝
点
７)

[

本
拠
地]

三
河
国

岡
崎
市

２
ｎ
ｄ-

Ｓ

３
位(

勝
点
８)

[

本
拠
地]
駿
河
国

沼
津
市

(

Ｆ
Ｃ
マ
ル
ヤ
ス
岡
崎

蔵)

第
二
十
一
号

平
成
二
十
八
年

七
月
十
六
日

発
行

マ
ル
ヤ
ス
と
は
東
海
リ
ー
グ

時
代
か
ら
の
戦
友
で
、
と
も
に

Ｊ
Ｆ
Ｌ
へ
昇
格
し
た
同
期
生
で

も
あ
る
ア
ス
ル
ク
ラ
ロ
沼
津
。

昨
年
は
「
ゴ
ン
」
こ
と
中
山
雅

史
選
手
を
補
強
し
、
大
き
な
話

題
を
呼
ん
だ
。

今
シ
ー
ズ
ン
は
成
績
も
良
好

で
上
位
を
キ
ー
プ
。
Ｊ
リ
ー
グ

昇
格
の
青
写
真
は
、
よ
り
一
層

明
る
さ
を
増
し
つ
つ
あ
る
。
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井
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地
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凸 ４
熊
澤
圭
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凸
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田
中
寛
己 凸
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松
本
祐
樹

凸
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正
治
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福
ヶ
迫
知
秀

凸
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澤
藤
広
和

凸 ２
小
田
切
啓

凸
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鶴
見
聡
貴

９
中
村
亮
太

凸

18
尾
崎
瑛
一
郎

凸

21
大
畑
拓
也

凸

19
薗
田
卓
馬

凸

24
沓
掛
勇
太

凸

28
谷
奥
健
四
郎

凸

10
青
木
翔
大

凸

７
鈴
木
将
也

凸

４
田
中
舜

凸

17
太
田
一
輝

凸

５
馬
場
将
大

凸



毎
度
お
な
じ
み
流
浪
の
企
画
、

ウ
ェ
ル
カ
ム
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
で
す
。

相
手
チ
ー
ム
の
選
手
紹
介
時
に
、

そ
の
チ
ー
ム
に
関
連
の
あ
る
音
楽

を
Ｂ
Ｇ
Ｍ
と
し
て
使
用
し
ま
す
。

今
日
は
沼
津
の
名
産
品
「
ひ
も

の
」
と
、
ア
ス
ル
ク
ラ
ロ
沼
津
の

伝
説
的
イ
ベ
ン
ト
「
沼
津
ひ
も
の

マ
ッ
チ
」
に
ち
な
ん
だ
選
曲
！

[

よ
さ
こ
い
チ
ー
ム

「
Ｄ
Ｏ×

Ｄ
Ａ
Ｎ
」
登
場]

刻

16

時
40

分
～

於

ピ
ッ
チ
サ
イ
ド

[

ケ
ー
タ
リ
ン
グ
カ
ー
出
店]

於

ス
ロ
ー
プ
付
近

[

１
ｓ
ｔ-

Ｓ
写
真
展

Ｐ
ｈ
ｏ
ｔ
ｏ

ｂ
ｙ

Ｕ
Ｎ
Ｏ]

於

コ
ン
コ
ー
ス

[
選
手
と
遊
ぼ
う
企
画

フ
リ
ス
ビ
ー
対
決]

刻

16

時
〜
17

時

於

コ
ン
コ
ー
ス

[

ハ
ー
フ
タ
イ
ム
抽
選
会

イ
ケ
ザ
え
も
ん
賞
も
あ
る
よ]

刻

ハ
ー
フ
タ
イ
ム

於

ピ
ッ
チ
サ
イ
ド

※

賞
品
の
受
け
渡
し
は
試
合
終
了

後
と
な
り
ま
す
。
お
手
持
ち
の
チ

ケ
ッ
ト
半
券
は
お
捨
て
に
な
ら
な

い
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

沼
津
に
築
か
れ
た
興
国
寺
城
は
、

関
東
の
諸
大
名
が
奪
い
合
っ
た
要
衝

と
し
て
知
ら
れ
る
。
甲
斐
の
武
田
、

相
模
の
北
条
、
駿
府
の
今
川
に
よ
る

関
東
三
国
志
の
争
い
に
巻
き
込
ま
れ
、

城
を
巡
る
動
乱
は
長
く
続
い
た
。

転
機
が
訪
れ
た
の
は
天
文
23

年
。

こ
の
三
者
が
「
甲
相
駿
三
国
同
盟
」

を
締
結
す
る
。
こ
れ
に
よ
り
争
い
は

収
束
に
向
か
い
、
興
国
寺
城
に
も
平

穏
な
日
々
が
戻
る
か
に
思
わ
れ
た
。

だ
が
同
盟
締
結
か
ら
６
年
、
今
川

義
元
が
桶
狭
間
の
戦
い
で
討
た
れ
る

と
、
そ
の
８
年
後
に
今
川
は
滅
亡
。

同
盟
の
破
棄
に
伴
い
武
田
、
北
条
の

双
方
が
駿
河
へ
侵
攻
し
、
北
条
が
興

国
寺
城
を
奪
い
取
る
。
そ
の
後
両
者

の
間
で
甲
相
同
盟
が
結
ば
れ
、
以
降

は
武
田
が
こ
の
城
を
支
配
し
た
。

そ
の
11

年
後
、
天
目
山
の
戦
い
で

武
田
は
滅
亡
。
新
た
に
興
国
寺
城
を

領
有
し
た
の
が
徳
川
家
康
で
あ
る
。

関
ヶ
原
以
降
は
三
河
三
奉
行
の
天
野

康
景
が
城
主
と
な
り
、
興
国
寺
藩
の

発
展
に
尽
力
し
た
。

し
か
し
話
は
終
わ
ら
な
い
。
慶
長

11

年
、
康
景
の
家
臣
が
盗
人
を
殺
め

て
し
ま
う
。
罪
人
と
は
い
え
天
領
の

領
民
。
こ
の
問
題
を
巡
り
、
家
康
は

本
多
正
純
を
派
遣
し
た
。
正
純
は
下

手
人
の
引
き
渡
し
を
求
め
た
が
、
こ

れ
に
康
景
は
激
怒
。
遂
に
は
城
を
放

棄
し
出
奔
し
て
し
ま
っ
た
。

時
と
し
て
主
君
に
も
背
く
ほ
ど
の

信
念
を
持
つ
三
河
武
士
。
興
国
寺
城

と
康
景
の
逸
話
は
、
そ
の
性
格
を
色

濃
く
表
し
て
い
る
。

賢心
藤井模範堂

カテキン1000mg配合！
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